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カナダの就学前教育について
－多文化主義の視点から－
中　島　　　修・乾　　　り　か・大　塚　健　樹
緒言
　本研究は、中島と乾が 1995 年 3 月から 4月にかけて、「財団法人北方圏交流基金助成事業」の助
成を受け行った「カナダ・バンクーバー市における初等教育・就学教育についての視察報告－多文
化主義教育が示すもの－」という研究と、その後この研究の示唆を受けて、大塚が 2011 年 2 月に行っ
たカナダ・ビクトリア市の就学前教育の調査について報告するという、ものである。
１　前段（「カナダ・バンクーバー市における
　　初等教育・就学教育についての視察報告
　　―多文化主義教育が示すもの―」）
はじめに
　カナダは、さまざまな民族から構成される移
民国家である。移民による国家であるがゆえに、
当然のことであるが、それぞれの移民者の背景
にはバックグラウンド、ルーツである母国が存
在している。
　母国にあっては、歴史と伝統に裏打ちされた
固有の生活と文化がありながら、時代によって
は母国の国策としての移民というよりも、むし
ろ「棄民」ととらえることもできる、未開地へ
の過酷な開墾の歴史があったことを見逃すこと
はできない。しかしながらそれぞれの移民者は、
カナダへ移住した後にも独自の背景である「母
国文化」を保持し続けて現在に至っている。ま
たカナダ国家の政策としても、移民者の民族文
化を「風化」または「同化」させる方策をとら
ずに、むしろ「同化」を否定して、1970 年以降「多
文化主義」を採用するに至っている。すなわち
それぞれの移住してきた民族の背景である「母
国文化」を生かしつつ、カナダの国家全体の文
化を発展させる進路を選択したのである。これ
らの理由が、カナダの文化がモザイク模様に作
りあげられたといわれる所以である。
　モザイク模様に作りあげられた国家。言語や
行動、態度、習慣等において、複数にして異質
の文化を持つ民族が、共存、共生しつつ互いの
民族の文化的多様性を積極的に促進する理念
が、ここでいうカナダの特徴である ｢多文化主
義｣ である。
　この度の視察調査においては、助成事業主体
である財団法人北方圏交流基金の揚げる「北海
道と気候風土の似た北方圏との交流を促し、工
夫や知恵を生かして北国にふさわしい北海道づ
くりに資する」という事業目的に加えて、「北
海道と類似した歴史的性質、文脈をもつ地域」
という視座からも、カナダを調査対象として選
定した。それは本報告では触れないが、北海道
ウタリと同様に約 25,000 人とされるカナダ、
イヌイット族ら先住民族の権利の請求問題の存
在と、「決して、生やさしいものではない」移
民開拓史を併せ持つ類似点による。
カナダの概観
　ここでは視察先であるカナダ、ブリティッ
シュ・コロンビア州バンクーバー市の初等教育、
就学前教育を中心に視察報告する。
　カナダを地理的に見ると、西半球においては
最大であり、世界でもロシアに次ぐ第 2位の面
積を持っており、北アメリカ大陸の北側半分か
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らアラスカとグリーンランドを除いた領土を有
している。その広大な領土は、アメリカ合衆国
の 937.3 万平方キロをしのいで 997.6 万平方キ
ロに及んでおり、日本の面積である 37.8 万平
方キロの 26 倍にあたる。
　カナダは、政治的には 10 の州によって成立
している連邦国家である。その 10 州は、西か
らブリティッシュ・コロンビア州、アルバータ
州、サスカチュワン州、マニトバ州、オンタリ
オ州、ケベック州、ニュー・ブランズウィク
州、ノバァ・スコシア州、プリンス・エドワー
ド・アイランド州、ニュー・ファウンドランド
州と 2 つの准州であるユーコン准州、北西領
土准州に分けられている。またカナダの総人口
は、1971 年の国勢調査の時点で 2,056.9 万人、
1981 年の最新の国勢調査によると 2,409 万人
である。人口密度を比較すると、旧ソ連では 1
平方キロあたり 12 人、カナダは 3人、中国は
図 1　カナダ全図
表 1　世界における面積の広い国：1983、84 年
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110 人、アメリカ 25 人、日本は 318 人である。
またカナダ住民における個々の出自の民族構成
は、一民族が 2,225 万人、複数民族は人口の 1
割を下回り、184 万人である。
　歴史的には、カナダはイギリス系とフランス
系という 2つの文化と言語によって支配されて
きた。1963 年、カナダ連邦政府は二言語二文
化主義王立審議会を設置し、英仏 2つの文化と
言語による支配の状況は強化され続けた。この
ように実際にはカナダ住民の 3分の 1はイギリ
ス系、フランス系のいずれでもないという事実
と、先住民族が幾世紀もの間カナダに居住し、
存在してきた事実が、見落とされてきたといえ
る。しかし 1971 年、民族利益団体の意見表明
によって、カナダ政府は二言語体制での多文化
主義政策を支持するとしたトルドー首相の声明
に到り、全ての民族集団はカナダに豊かさをも
たらすよう、貢献しうることが確認されること
になった。その目的は同化主義の原理ではなく、
多文化主義の原理を採用して実践することによ
り、その豊かさを維持するものであるとしてい
る。また多文化主義は、人間間の関係と集団間
の関係を促進することを求めるものであり、カ
ナダ人としてのアイデンティティも含めて、
個々人としてのアイデンティティと、集団とし
てのアイデンティティを維持するものであると
して現在に至っている。
統合教育からインクルージョンへの移行
　ブリティッシュ・コロンビア州では、子ど
もたちのさまざまな援助の対応窓口として
「Student　Services」という機関が活動してい
る。この機関では、幼児、児童への教育サービ
スを多岐にわたって担い、特殊教育と普通教育
表 2　カナダの各州の民族構成　1981 年
表 3　カナダ住民の民族構成　1981 年
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とを特別に分け隔てすることなく、子どもの多
様な教育ニーズに対応した援助の実践がなされ
ている。
　視察した教育施設である、ブリティッシュ・
コロンビア州最大都市のバンクーバー市では、
「全ての子どもは、通常の学級で教育を受ける
ことを保証される」ことを教育の基本理念とし
ており、「全ての人間が、互いの相違点と類似
点を尊重して、多様な子どもたちがいる地域社
会全体を支援する体制の充実を図る」ことを重
点課題としている。このことは、カナダの住民
が多様な民族構成による多様な民族文化によっ
て成り立っていることと不可分でない。カナダ
が言語、行動、習慣等において、複雑にして異
質の文化を持つ民族が共存し、お互いの民族の
文化的多様性を積極的に促進しようとする「多
文化主義」を採用した理由は、現在のカナダ多
文化社会の社会的実情をとらえるとき現実に立
脚したものであり、バンクーバー市がこの基本
教育理念を打ち出すに到るうえで、同一理念に
あることが理解できるであろう。
　ここでの教育の特徴は、教師と幼児、児童の
関係が、｢消費者中心主義」の立場を採用して
いることに着目したい。ここでいう「消費者中
心主義」の関係とは、障害を持つ子どものこと
はもちろんのこと、「全ての子どもは教育サー
ビスの内容についての選択と意思決定者」とし
ての社会的な位置付けが明確なことである。公
的教育機関のサービス活用者は、その消費者で
ある「子ども」である。これらの教育機関にお
いては、かつて障害児の普通教育への「統合化」
のアプローチがなされてきた。しかし現在では
障害児を特別な子どもとして特別視することが
重要なのではなく、｢全ての子どもが、普通学
校に包み込まれる必要がある｣ ことの認識、す
なわち「インクルージョン」の理念がベースと
なってきている。そのために有用な教職員の拡
充、教育方法の個別化援助への転換が図られて
いる。まさに物理的な「統合教育」から、全て
の子どもが普通教育に包み込まれるべき対象と
した支援体制である「インクルージョン」への
移行は、公正な人権意識に基づいた多文化社会
への積極的な対応として実践されているといっ
てよいだろう。
　「インクルージョン」とは、必ずしも全ての
子どもが通常の学級で一斉に同じ指導内容で指
導を受けるということではない。指導の場の中
心は通常の学級ではあるが、一人ひとりのニー
ズに合わせて援助方法を工夫し、どの子どもに
も学習の効果が得られることを保証しようとす
るものである。従って子どものニーズに応じた
多様な指導形態があることはむしろ当然であ
り、必要に応じて多様なアプローチがあり、多
様な専門職員が関わることになる。しかしなが
ら一人の子どもの指導に複数の職員が関わると
いう事態では、指導プログラムの作成と検討、
指導役割の分担等に関する討議の時間の確保が
必要不可欠となることから、さまざまな課題が
生じる。それは「インクルージョン」の実践が、
一学級一担任の構図から、多様な人員構成と複
合的時間配分を可能とする学校全体での指導内
容、指導形態の構図への変換をもたらすことと
なるからに他ならない。
　実際に、重度の下肢身体にハンディを持つ幼
児、児童が「普通教育」を受けている現場を視
察することができたが、教育現場に混乱は生じ
ていないようにみられた。しかしながらそれは、
特殊教育教師、特殊教育アシスタント、ソーシャ
ルワーカーらの専門家を交えた、教科教育教師
との十分なミーティング時間の確保のもとで実
施されているからである。一学級一担任制では
なく、多様な専門領域の人員構成によるフレキ
シブルな子どもへの個別化対応した指導形態が
とられていること、そしてそれを維持するに十
分な一学級 15 名程度のゆとりある学校運営に
より、子どもと教師との間に親和的な関係の学
習環境を支持していると理解できた。またブリ
ティッシュ・コロンビア州においては、中国系、
日系などアジア系移民家族の子女が英語を十分
理解できないことから、学習活動にたびたびコ
ミュニケーション・トラブルが生じていた。し
かしそのような子女のためには、｢言語アシス
タント」が配置されていた。
　このように教師スタッフは、常に教育を受け
る主体である子どものニーズの立場に立ち、「何
が援助されるべきか」を問われることとなり、
その結果から援助方法が提示される。このよう
な援助体制の内容からも解るように、支援の対
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象は特別な障害の有無ではなく、「全ての子ども」
がその必要に応じた援助を受けられる体制とし
て整備されているのである。
　近年、日本においては、教育現場での障害児
の普通教育への受け入れの是非が問題となって
いる。ここでは障害児教育に関係する団体が、
統合教育を目的として障害児の受入れを求めて
いる状況と、統合教育に関する指導権限を持つ
教育行政関係団体との意見対立が見てとれた。
しかし問題解決へのキーワードは、多様なニー
ズを持つ「全ての子ども」が、教育的サービス
を受け取る「消費者」であるのだとする理念で
あるまいか。
　カナダ社会は多くの課題を伴いはするもの
の、さまざまな民族の多様性と文化的多様性を
認め、積極的に維持促進しようとする「多文化
主義」に基づいて、異なった民族、文化に対す
る積極的な受け入れの態度を示している。その
実情を目の前にすると、日本における日常的に
頻繁に問題とされる普通教育における「いじめ」
や在日外国人に対する差別や人権問題を考える
とき、基盤となる公正な人権意識の確立と異な
る者に対する寛容、異文化に対する認識の充実
が、いかに我が国の課題として重要であるかを
思わざるをえなかった。
ブリティッシュ・コロンビア大学
チャイルドスタディー・センター
　バンクーバー市の西端に位置する、カナダ最
大規模のブリティッシュ・コロンビア州立大学
は 1915 年の創立であり、ブリティッシュ・コ
ロンビア州の大学教育の主管校としての位置づ
けがなされている総合大学である。その広大
な大学キャンパスの中に、視察先であるブリ
ティッシュ・コロンビア大学チャイルドスタ
ディ・センターがある。遊歩道が整備された、
緑豊かな美しい環境。大学内の閑静な落ち着き
を保っている中にセンターは建てられている。
　センターで私を迎えて下さったのは、当セン
ター長でもあるディクソン博士であった。セン
ターはブリティッシュ・コロンビア州の幼児教
育関係団体・施設において理論的・実践的な、
そして、指導的な立場にあり、当センターの教
職員スタッフは、ブリティッシュ・コロンビア
大学大学院の幼児教育学の修士課程を修了した
教師に加えて、大学院生と学部学生が教師アシ
スタントとして勤務している。午前の部と午後
の部に分けられているクラス割りで、一クラス
15 名前後の子どもに対して 3名の教師での保
育体制は、いうまでもなく子ども一人ひとりの
活動に随時目が配られていて、子どもの自発的
活動を重視した保育実践がなされている。
　採光に配慮された保育室の大きな窓からは、
大学内の林道を臨むことができる。それぞれの
遊具の色調はどれも明るく、保育室全体が清潔
に保たれ、健康的である。また地域社会と分離
した堅苦しい印象は全く感じられない。
　保育室に入室すると、すぐに数枚の風景写真
と人形が目に留まった。日本を発ち、カナダの
保育施設において「京都醍醐寺五重塔」の写真
に迎えられることを、多くの日本人は予測でき
るだろうか。このように保育室のボードには、
各国の代表的な史跡、建造物、風景等の写真が
張られており、同時に各人種民族の人形も置か
れているのである。また、印象的であったのは、
当センターの他の保育室にも一様にみられた、
「人種イラスト画」のポスターであった。そこ
には各国、各人種、民族のイラスト画が張られ
ている。日本人のイラスト画の下には日本人と、
イギリス人の画の下にはイギリス人と英語表記
され、各国、各民族と続くのである。人種の違
いからくる偏見、差別の多くが、自らと異なる
人種に関する知識の欠如が要因であると考えた
とき、幼児期におけるこれらの環境設定は、多
文化主義の教育が求める「人種の多様性と真価」
の認識への出発点とも考えられる。そしてこの
ような環境設定は、後にその重要な役割と価値
を示すものではないかと思われた。
　次に保育内容のいくつかを紹介する。造形教
育の一環としてのボディ・ペインティング、
フィンガー・ペイティングは、年齢やクラスに
関わりなく重要な活動として位置づけられてい
るようである。この活動は、本来の絵画制作活
動という側面と、子どもの心理的緊張の解消と
感情の開放がなされやすいことのほかに、一人
ひとりの発達上の心理診断の手がかりとなるこ
とから実践されているようである。また絵画制
作では、子どもたちが皆、イーゼルを使用して
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いた。子どもの体格を考慮して子ども用に作ら
れたイーゼルを前にして、一人ひとりが自由に
絵画の制作活動に取り組んでいた。さらに保育
室のコーナーを利用した保育実践の一つに、病
院を模して診療室・患者用のベッドを配した、
いわゆる「病院ごっこのコーナー」が設定され
ていた。このようなコーナーは、日本において
もたびたび設定されているものであるが、ここ
では遊びに使用する備品として、実物のレント
ゲン写真が使用されていた。カルテには身体を
チェックする項目と身体のイラスト画が書かれ
ており、実際に病院で使用されるものさながら
の詳細に驚かされる。また身体に関する科学的
な知識が得られるように、身体各部、骨格の模
型も設定されていた。筋肉、臓器等に関するイ
ラスト画と名称を記述したポスターや、人体に
関する本、図鑑も豊富に用意されていた。
　加えて、鳥の巣づくり制作の保育場面をみる
ことができた。実際の鳥の巣を、共同の大テー
ブルに置き、それを目の前にして、子どもたち
は教師の鳥の生態に関する説明と自然環境の大
切さを聞いた後、一人ひとりが教師の指導のも
とに巣づくりの制作を始めた。それは保育に
十二分な教材準備と巣づくりの制作に必要な資
材料の準備の詳細さとを伴ったものであった。
日本においては、小学校の低学年の「生活科」
の教育内容がこれらの活動と類似したものであ
るが、カナダと日本の決定的な違いは、これら
の学習経験は子どもが市民生活を営む上で確実
に生かしうる自然環境の保全につとめる地域社
会があるということであろう。皮肉にもこの度
の滞在中に、日本企業によるカナダの森林伐採
に対する自然環境保護団体の抗議が新聞に報道
された。カナダはその広大な国土に比して豊か
な自然環境にありながら、市民一般の自然環境
保護への関心が驚くほど高く、国が自然保護に
関する諸政策を打ち出すに至っている。
　子ども達が受ける教育の内容と実際に経験す
る知識が、その後においても確実に生かされう
る生活と社会環境を提示しているのかどうか。
我々日本人は、子ども達がその点を含めて学習
していることを忘れてはならないだろう。
バンクーバー市内・デイケアセンター
　視察をしたのは、バンクーバー市の西方に位
置し、原生林保護区でもあるスタンレー公園
に向き合うかたちで建てられているプーコー
ナー・デイケアセンターである。施設は、保育
を受けている幼児の年齢と機能から保育所をイ
メージされて構わないが、3階建ての大きなペ
ンションといってもおかしくない外観であり、
園庭は 200 坪はあろうかと思われる。
　保育の対象年齢は、1歳 6 か月から 5歳まで
の子どもとしており、保育室は 2室、1歳 6 か
月から 3歳の 8名は 2名の保育者が担当してい
る。また 3歳から 5歳までの 16 名の子どもに
対しては、8名ずつの二クラスに分けて保育者
2名で保育にあたっている。
　このデイケアセンターは非営利団体で、経営
は全てボランティアによって行われている施設
である。保育料に関しては、1歳 6 ヶ月から 3
歳までが 735 ドル、3歳から 5歳までは 565 ド
ルとしている。そして州政府の補助金 5,000 ド
ルを除いて、この保育料の 80 パーセントは保
育者の給与、20 パーセントは施設の維持費と
して使用されている。
　デイケアセンターの役員組織は、会長、副会
長、会計、秘書によって構成され、年に一度の
選挙によって、全役員を父兄の中から選出する
こととなっている。また各父兄は、月に 2時間、
センターに対して清掃、修理その他必要な仕事
をすることが義務づけられ、また施設運営のた
めの募金運動にも取り組んでいる。
　このようにデイケアセンターの運営は、常に
地域社会へ向けて広く、開放的である。それは
北方圏特有の冬期間の寒さがもたらす閉鎖性、
生活の幅を狭める重さや暗さに対応したもので
あり、地域コミュニティと保育施設が円滑に相
互支援の関係を維持するうえでの知恵と配慮と
もいえる。またこのセンターが、地域のコミュ
ニケーションセンターであることへの強い意志
のように思われた。私たちが生活する、北海道
の気候と風土に類似したカナダの暮らしから生
まれたこれらのシステムにある知恵と配慮は、
私たちの生活文化の同一線上にあり、彼らが北
方圏での生活経験から創り出したシステムを
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受け入れることによって改善されるファクター
は、少なくないであろう。
　保育室へ入ると、ここでもすぐにさまざまな
人種をイラスト画にした大きなポスターが目に
留まる。人種的偏見や差別を生み出す原因を、
自らと異なる人種や民族に対する、知識、情報
の欠如と考えると、カナダのような多民族から
なる国において、このようなポスターが幼児期
から示される役割と意味は、大きいであろうと
思われる。また他の保育施設に関しても同様に
いえることであるが、施設の屋内外に動物を飼
育していないことである。小動物の施設内の飼
育についてはその必要性を尋ねたが、ここでは
施設内外の自然環境が豊かであるために、多く
の「野生動物」を観察することが可能であり、
その必要性を認めていない。むしろ園内に多く
の「あらいぐま」が来るので、子どもが入園後、
最初に憶える言葉の一つが「あらいぐま」なの
だと解説を受ける結果となった。さらに子ども
の体調に問題がない限りは、天候に関わらず一
日一度は屋外遊びの時間が確保されている。も
ちろん降雪日にも、防寒着を身につけての屋外
遊びは大切なこととして位置づけられている。
また興味を引くのは「砂遊び」である。ここで
は屋外の「砂場」と同様に、屋内の「砂遊び」
が可能となるよう、二畳ほどの大きさで、30～
40㎝程の深さのある足つきの砂箱「サンドボッ
クス」が設置されている。そのため砂箱による
屋内の砂遊びを可能としていた。
　近年、日本では、屋外遊びの中での砂場の衛
生問題が取り上げられ、衛生水準が著しく低下
している実態が明らかになっている。それらの
問題解決の一方策として屋内の砂場の設定は、
今後検討されるべきことになるかもしれないと
思われた。
インタビュー
　ブリティッシュ・コロンビア大学チャイルド
センター、センター長であるディクソン博士
に、多文化主義社会と多文化主義の教育につい
ての理解を深めるためにお尋ねした質問のなか
から、親の母国文化についての対応と、道徳教
育、宗教教育に関する質問内容及び回答を記述
する。
　多文化主義の保育、教育を実践されるうえで、
子ども一人ひとりの親の母国文化について、い
かに対応されているのでしょうか。
　子ども達の間には、あまり文化的な違いが
見られません。また幼児期の子どもは、彼ら
自身の活動で精一杯なので、彼らには文化的
な違いはそれ程大切ではないのです。しかし
私達は、子どもの接し方に効果がある文化的
な違いに気づく点が、いくつかあります。特
に親の保育に対する態度に違いがあります。
　そしてそれは、カナダ人と欧州人との異質
さの程度よりも、カナダ人とアジア人との異
質さの程度が大きいのです。その異質さとは、
親の子どもに対する接し方です。
　日本人と中国人の親は、比較的保護的であ
るといえます。そのために日本人と中国人の
子ども達は、他の人種の子ども達よりも親か
ら離れようとしないので、学校の「親がいな
い生活」に慣れにくいのです。また他の点で
は、日本人と中国人の親は、保育に対して形
式的な教育を期待しているということが、挙
げられるでしょう。
　多文化主義の保育、教育を実践されるうえで、
道徳教育はどのようにお考えですか。また、宗
教教育については、どのようにお考えですか。
　私たちは、宗教には絶対に手をつけないの
です。多文化主義では、宗教は決して手をつ
けてはいけないものなのです。私達はお互い
を敬愛することや、寛容の大切さを教えたり、
また皆の気持ちや権利を配慮することなどの
道徳は教えてはいますが、宗教には基づいて
いません。物語等の中で「この国の人々は、
このような考えをしています。このことを信
じています。」と知らせはしますが、勧める
ことや批判することはしません。クリスマス
のときでも、クリスマス・ツリーはここには
ないのです。ですからクリスマスはありませ
んが、「冬祭」があるのです。
　多文化社会のなかにさまざまな宗教がある
ということは、多文化主義では単なる一つの
点なのです。
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最後に
　カナダ国家が今後も移民を受けいれる限り、
多文化社会と多文化主義の終わりない変化と方
策の試行錯誤が繰り返されることを予想するこ
とは、さほど難しいことではない。異なる文化
を背景としている異なった人種、民族が一つの
国家の中で共存、共生を図ることが、私達が考
える以上に容易でないことは、これまでのカナ
ダ史が示している。そしてそれはまさにカナダ
の「教育」が、多文化社会が抱える文化的、人
種的違いからくる矛盾と課題解決への模索の歴
史であったことをも意味する。
　カナダの多文化主義のあり方が、移住した全
ての人種、民族の文化と集団社会のあり方を示
すものであると同時に、カナダへの移民者の
個々のアイデンティティのあり方に直接影響を
及ぼす性質のものであることを考えると、私達
はカナダ多文化社会の取り組みと過程に対し
て、今しばらく注意深く見守らなければならな
い。
　本報告では触れていないが、この度の視察中
にバンクーバー日本語学校を訪ねることができ
た。1906年創立のバンクーバー日本語学校は、
名実ともにバンクーバー日系人の歩みとともに
あった。第二次大戦後に再興された学校が、
戦後再興 30 周年を迎えたときの記念誌には、
バンクーバー日本語学校維持会から次の一文が
寄せられている。「時は流れ、時代は変わり、
次の世代の親達自身もカナダ生まれで、日本を
故郷と呼べない人たちが中心になるときが来て
も、きっと時により古く千里を渡って来た祖父
母の面影を思い出すと共に、日本と日本語に対
するなつかしさを感じることだろう。そして、
自分の姿を鏡に写した時、そこに東洋の血を受
け継いだ自分を発見するからだ。そして、その
子らは問うだろう。『私達のジイチャン、バー
チャンは、何処からきたの』、と。」
　日本の伝統文化がクレオール化している状況
にあって、伝統的な日本文化を阻喪することな
く、他の国、民族の文化を理解すること、そし
てそれらにいかに対応するのか。それは国際化
社会を迎えた日本に課せられた、大きな課題と
いえる。
　現在日本国内には、約 160 万人の外国籍の人
間が居住している。そして今後の日本は、ます
ます諸外国との関係と、多くの異人種、異民族
との関係を増加させるであろう。またその避け
ることのできない現実を前にして、私達日本人
による日本の国際化と国際化に対応した教育が
如何にあるべきかを問うときに、カナダの多文
化社会と多文化主義教育の示すことは、決して
少なくはないと思われる。
2　カナダの就学前における異文化教育　
始めに
　カナダは、前述した中島が指摘しているよう
に、さまざまな民族から構成されている移民国
家である。そこには、言語や行動、態度、習慣、
宗教等において、複数にして異質な文化を持つ
民族が、共存、共生しつつ互いの民族の文化的
多様性を積極的に交流させようとする「多文化
主義」の精神によってモザイク模様のように構
成された社会が存在する。それは、実に見事に
異質な文化を融合させると同時に、それぞれの
文化を尊重するという極めて困難と思える社会
を見事に実現させている。それが、各国の人々
が、最後にカナダで生活したいといわしめる所 写真 1　遊具の一つ（室内での砂場遊び用）
以であり、まさに、グローバルな社会を国家と
して運営している秘訣である。
　本研究は、近年各国で進んでいるグローバル
化のなかで、日本の異文化教育をどのように捉
え、具体的な教育のあり方について、就学前の
教育に絞って検討しようとするものである。
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 写真 2　暗証番号を入力するシステム 写真 3　避難袋
調査対象
　調査の対象となったのは、カナダ・ビクトリ
ア市内にある次のプレ・スクール及びインファ
ントセンターである。
　2011 年 2 月 21 日 訪 問　Queen Alexandra 
Pre-School（以下Q園と称する）
　2011 年 2 月 22 日 訪 問　Camosun College 
Childcare Services( 以下 C園と称する）
　2011 年 2 月 22 日訪問  Selkirk Montessori 
School（以下 S園と称する）
調査内容及び結果
　調査内容は、保育環境、保育プログラム、保
育プログラムにおける異文化交流、その他であ
る。
⑴　保育環境
①セキュリティー
　池田小学校の事件以来、日本でも学校におけ
るセキュリティーが厳しくなってきている。日
本の保育所、幼稚園の多くは、施設に入る門の
ところに職員が待機し、その後の保育中は、門
に伴を掛けるなどの対策をとっているところが
多い。視察した S園は、日本と同じようなセ
キュリティシステムであったが、他の 2園は、
園舎に入る玄関では　特に対策は立てられてい
ないが、保育室に入るための伴がありセキュリ
ティーが徹底していた。特に、C園は、各保育
質の伴が暗証番号を入力するシステムで、子ど
もたちが遊ぶ園庭へも保育室に入らないといけ
ないという徹底ぶりであった。また、離婚等で
親権が変わると暗証番号を変えるということで
あった。
②避難
　カナダでは、何らかの事情で園から避難した
場合を想定し、その日の出席した子どもの名簿
を二種類用意し、ひとつは避難する際に担任が
持ち出し、残りのひとつは警察等が確認できる
ように、保育室の入り口に置くようになってい
る。
　日本では、知る範囲において、このようなシ
ステムはとられていないのではないかと思う。
　また、Q園と C園では、子ども一人ひとり
に避難袋（リュックのようなもので背負えるよ
うになっている）が用意されている。その中に
は、食料や下着などの着替えや、親が迎えに来
るまで飽きないようにスケッチブックやクレヨ
ン、ぬいぐるみが入っている。何事もなく過ぎ
ると、その中身がクリスマスにサプライズ・プ
レゼントとして子どもたちに配られる。日本
で、この様な取り組みがされているかは、調査
の必要がある。くしくも、調査の翌月に起こっ
た東日本大震災での子ども達の様子を見聞きす
るに、このような取り組みは今後日本でも重要
である。
　なお、避難訓練は、どの園とも月一回行って
いる。
③食事
　調査した 3園ともおやつ及び昼食は、基本的
に家庭からの持参であった。したがつて、調理
室等は備えていなかったが、保育プログラムの
なかでおやつ作りなどが実施された場合には、
それに対応できるように各保育室に、炊事場や
冷蔵庫などのキッチンシステムが備えられてい
た。おやつやお弁当の種類によっては、冷蔵庫
で保管もしていた。
　日本の幼稚園では、調理室等を備えていると
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写真 4　サイン①
写真 5　サイン② 写真 7　窓に貼られている「春」の漢字
写真 8　日本の文化を伝えている様子
ころはほとんどなく、おやつなどは園で用意す
る場合が多い。また、保育所は、その設置要件
として調理室を備えることになっており、おや
つ等の食事は園から提供される。
　なお、アレルギーを持つ子に配慮し、その子
がアレルギー反応を示す物質を含んだものを他
の家庭科に連絡し、協力を得て持ち込まれない
ような配慮がされていた。多いのは、ピーナッ
ツアレルギーと小麦粉（種類が決まっているよ
うである）アレルギーということである。
　職員から聞いたところによると、子どもたち
が持ってくるお弁当やおやつには、その子の
バックグラウンド・ルーツとなっている国の特
徴があり、それも異文化を知るきっかけになっ
ているとのことである。あえて、保育プログラ
ムのなかで、いろいろな国の代表的なメニュー
をつくることもあるということであった。特
に、日本や中国、インドなどのメニューをよく
つくるということであった。
④自転車遊び
　子どもたちの大好きな遊びのなかに、自転車
や三輪車遊びがあり、必ずヘルメットと肘、膝
当てをしていた。日本では、見たことのない光
景であった。ちなみに、それらは、各自が持っ
てきているとのことであった。
⑤ことば
　中心となるのは、英語とフランス語である。
それ以外の言語圏の子どももいるので、アメリ
カ式の指サインを用いて基本的な指示をしてい
る。そのサインは、表になって保育室に張って
あり、出入りするドアなどにも張られている。
ことあるごとに、サインと　英語を用いて指導
しており、それをきっかけにしながら英語の習
得を進めているとのことであった。
⑥トイレ
　年齢に応じて、三段階のトイレが各保育室に
隣り合わせで設置されている。
⑦動物の飼育
　日本ではよく見られる、昆虫や小魚、小動物
写真 6　外に出るときの服装を教える写真
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の飼育などは、今回の視察でも見ることはな
かった。インタビューすると不思議そうな顔
で、「その必要はないのではないか」とか「考
えたこともなかった」という回答であった。
⑵　保育プログラム
①ディリープログラム
　基本的には、日本とほぼ同じで、午前中が自
由遊び、お昼を挟んでお昼寝、迎えが来るまで
自由な遊びという流れである。ただ、午後の活
動には、S園はもとよりモンテッソーリ教育の
流れを組む遊びが展開されている。保育室のい
たる所に、モンテッソーリの教具が見て取れた。
②行事
　特に、アジア圏の子どもが入園してきたとき、
その国の行事を体験させ、他国の文化を知る機
会にしている。今年は、各園とも中国の行事が
多かったということである。また、その国の行
事の様子を移した写真も各保育室に展示されて
いる。
　このあたりが、単一文化の日本と違うところ
ではないか。日本では、他国の子が来たら、日
本の文化を体験させることが中心になり、他国
の行事を再現することはあまりないのではない
か。このあたりも、調査の必要がある。
最後に
　保育の形態に関しては、日本と大きく変わる
ところはないように思えたが、具体的な保育プ
ログラムや保育方略には違いがあるように感じ
た。印象的であったのは、調査した 3園とも、
いたるところにさまざまな人種の子どもたちの
絵や写真が貼られており、各国の国旗も天井な
どに吊るされているということであった。この
ような環境づくりが、幼児期からなされること
によって、様々な国の子どもたちが融合しあえ
るのだと視てとった。
　今後、日本の幼稚園・保育所と保育形態・具
体的な保育プログラム・保育方法などを比較し、
さらにカナダと日本の両国における保育に関す
る文化的な違いを鮮明にさせたい。
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付記
　カナダ・ビクトリア市の就学前教育の調査について
は、本学の学術助成を受けて実施したことを付します。
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